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経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
工
事
着
手
が
再
延

期
さ
れ
た
湘
南
海
岸
公
園
龍
城

ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備
・
管
理
運
営

事
業
に
関
し
て
再
延
期
に
至
っ

た
理
由
や
経
緯
に
つ
い
て
問
わ

れ
た
ほ
か
、
見
直
し
期
間
の
設

定
や
見
直
し
プ
ラ
ン
の
市
民
へ

の
周
知
方
法
、
交
通
管
理
者
と

道
路
管
理
者
か
ら
の
指
摘
内
容

な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
左
記
で
紹
介
す

る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

市
民
病
院
の
費
用
の
徴
収
に

関
す
る
条
例
を
改
正

　

高
度
医
療
及
び
急
性
期
医
療

を
担
う
病
院
と
し
て
、
ま
た
、

出
生
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中

で
、
市
民
病
院
の
周
産
期
医
療

の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
特

別
入
院
室
使
用
料
と
分
べ
ん
介

助
料
に
つ
い
て
、
居
住
地
が
市

内
・
市
外
に
関
わ
ら
ず
同
一
料

金
と
す
る
た
め
に
、
平
塚
市
民

病
院
の
診
療
費
そ
の
他
の
費
用

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
特
別
入
院

室
使
用
料
の
料
金
を
改
定
す
る

経
緯
や
現
在
は
居
住
地
に
よ
っ

て
異
な
る
入
院
室
使
用
料
を
統

一
料
金
に
改
定
す
る
理
由
、
市

民
病
院
の
周
産
期
医
療
へ
の
期

待
度
、
将
来
の
分
べ
ん
件
数
が

増
大
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
も
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正

　

平
塚
市
立
中
学
校
に
お
い
て

発
生
し
た
教
職
員
転
落
事
故
に

つ
い
て
、
事
故
発
生
に
至
っ
た

事
実
関
係
や
要
因
分
析
、
事
故

後
の
対
応
、
再
発
防
止
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
附
属
機
関
を
設
置
す
る
ほ

か
、
平
塚
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
等
事
業
者
が
決
定

し
、
委
員
会
の
設
置
目
的
を
達

成
し
た
た
め
、
選
定
委
員
会
を

廃
止
す
る
平
塚
市
附
属
機
関
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
改
め
て

「
平
塚
市
立
学
校
に
お
け
る
教

職
員
転
落
事
故
検
証
委
員
会
」

を
設
置
す
る
目
的
や
、
開
催
回

数
、
開
催
期
間
な
ど
が
問
わ
れ

た
ほ
か
、
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
予
定
が
あ
る
の

か
、
検
証
委
員
会
で
出
さ
れ
た

結
果
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る

の
か
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆
人
事
案
件
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

○
杉
山
純
氏
（
平
塚
二
丁
目
）

〇
林
昌
弘
氏
（
大
神
）

〇
山
川
勝
久
氏
（
諏
訪
町
）

〇
鈴
木
正
行
氏
（
城
所
）

　

今
定
例
会
で
は
、
８
億
４
６

１
２
万
４
千
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
都
市
計

画
基
本
図
の
更
新
、
お
よ
び

「
ひ
ら
つ
か
わ
く
わ
く
マ
ッ

プ
」
等
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ
の
搭
載
に

係
る
費
用
と
し
て
３
０
５
９
万

３
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
を
実

施
す
る
た
め
の
経
費
、
１
億
９

３
９
４
万
１
千
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

勧
奨
再
開
に
伴
い
、
接
種
を
逃

し
た
人
へ
の
接
種
機
会
提
供
に

係
る
経
費
や
、
既
に
自
費
で
接

種
し
た
人
に
対
す
る
償
還
経
費

と
し
て
７
１
２
８
万
３
千
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事

業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
、
事
業
者
の
電
気

料
金
や
、
学
校
・
保
育
所
に
お

け
る
給
食
材
料
費
の
高
騰
に
対

す
る
支
援
な
ど
を
す
る
た
め
の

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

原
油
価
格・物
価
高
騰
に
苦
し
む
事
業
者
等
を
支
援

令和4年6月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
４
年
６
月
３
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
、
26
日
間
の
会
期
で
６
月
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
４
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
６
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
意
見
書
提
出
に
関
す
る
１
件
の
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
7
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
第
70
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
開
催
」

�

（
撮
影
日　

令
和
４
年
7
月
8
日
）

主 な 内 容
総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・3
　坂間正昭　片倉章博　野崎審也
しらさぎ・無所属クラブ� 4
　江口友子　渡部　亮　府川　勝
湘南フォーラム� 5
　山原栄一　府川正明　小泉春雄
公明ひらつか� 6
　秋澤雅久　石田美雪
日本共産党平塚市議会議員団� 7
　石田雄二
常任委員会の審査概要� 3面
審議の結果� 7面

［地域情報化推進事業］
●�デジタル技術を活用したスマート窓口を整備す
るための経費 ……………………………�553万円

［地域組織育成事業］
●�自治会のコミュニティ活動に必要な備品の購入
を助成するための経費…………………�500万円

［道路台帳整備事業］
●�道路台帳をデジタル化するための経費
　…………………………………………�8,910万円
［子ども教育相談センター管理運営事業］
●�児童福祉のための指定寄付金を活用して、階段
昇降車を購入するための経費…………�176万円

  一般会計補正予算の一部を紹介一般会計補正予算の一部を紹介

議員在職15年の議員を表彰
　

今
定
例
会
初
日
の
本
会
議
終
了
後
に
、
全
国
市
議

会
議
長
会
よ
り
、
議
員
在
職
15
年
の
表
彰
が
あ
り
、

議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
議
員

（清風クラブ）
野崎　審也

坂間　正昭
（清風クラブ）




